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抄録  

 
 

 本研究は，大学生トップアスリートにおけるキャリア形成プログラム開発に向けて，

大学生トップアスリートのキャリア形成とライフスキル (以下，LS)の関連を明らかに

することを目的として，高校及び大学生時代に優秀な競技成績を残して 2011 年 3 月に

大学を卒業した男子レスリング競技者 21 名を対象に，大学卒業後から 3 年間にわたる

4 時点 (2011 年 4 月，2012 年 3 月，2013 年 3 月，2014 年 3 月 )の縦断調査を実施した

(継続回答者 21 名 )．各々の調査にはキャリアステータスを問う項目に加え，アスリー

トに求められる LS を 10 側面 (目標設定，考える力等 )から評価可能な「大学生アスリ

ート用 LS 評価尺度」(島本ほか，2013)を用いた．卒業後のキャリアステータスをモニ

タリングした結果，卒業時点の正規雇用獲得者は 7 名，1 年後には 10 名，2 年後，3
年後にはそれぞれ 15 名と経時的に正規雇用を獲得していることが明らかとなった．  

また，3 年後の状態をもとに希望就職獲得群 (n=6)と未獲得群 (n=15)を設定し，両群

の卒業時点の LS を比較した結果，希望就職獲得群は未獲得群に比べ 10 側面全てにお

いて LS のレベルが高く，「目標設定」 (ES=1.01)と「最善の努力」 (ES=.87)では 10％
有意水準で高い値を示した．本研究の結果は，LS とキャリア形成との正の関連を示す

ものと考えられた．  
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Longitudinal Study with a View to Developing a 

Career-Building Program for Elite University Student Athletes 
Seshito Shimizu* Kohei Shimamoto** Takeshi Kukidome*** Hironobu Tsuchiya**** 

 

Abstract 
 

This study clarifies the relationship between career building and life skills among elite 
university student athletes, with a view to developing a career -building program for such athletes. 
For achieving this purpose, a longitudinal study was conducted using the data obtained from 21 
male wrestlers who graduated from a university in March 2011 and achieved outstanding sports 
competition results during their time in high school and u niversity. The study consisted of four 
surveys conducted over a three-year period (April 2011, March 2012, March 2013, and March 
2014; number of respondents: 21). Each survey was based on the questions about their current 
career status, and also used quest ions from the Appraisal Scale of Required Life Skills for 
University Student Athletes (Shimamoto et al., 2013), which appraises life skills (LS) required 
for athletes based on 10 subscales (i.e.,  setting goals, thinking carefully, etc.). The monitoring of 
career status revealed the following: immediately after graduation, seven of the participants had 
gained full-time employment; one year after graduation, 10 were engaged in full -time 
employment; and through two and three years after graduation, 15 were eng aged in full-time 
employment.  

Based on the participants’ career status three years after graduation, the participants were 
assigned into two groups, namely the employment -acquisition group (n=6) and the 
non-employment-acquisition group (n=15). Then comparison analysis was conducted for two 
groups in terms of their LS scores at the time of graduation. The results of this comparison 
revealed that the employment-acquisition group had higher LS scores than the 
non-employment-acquisition group for all 10 of the subscales. The results also revealed that the 
non-employment-acquisition group had significantly higher scores, at a 10% significance  level, 
for the subscales “setting goals” (ES=1.101) and “always making one’s best effort” (ES=.87). 
These results suggest that there is a positive correlation between LS and career building.  
 
 
 
 
Keywords: Dual career, Elite university student athletes, Career building,  

Life skills, Longitudinal study 
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１．はじめに 
 
 オリンピック競技大会をはじめとするエリート

スポーツの闘いは，高焦点化の一途を辿っている．

我が国においても，2011 年にスポーツ基本法が策

定され国策としてスポーツを推進することになっ

たことに加え，2020 年オリンピック・パラリンピ

ック東京大会の開催，成功に向け，エリートスポー

ツの発掘・育成・強化がさらに加速すると推察され

る． 
一方，競技レベルが高まる中で，高い競技成績を

得るためには，長期に渡ってトレーニングや大会，

遠征を中心とした生活を継続する必要があり，教育

機会や就業，家庭とのバランスを保つことが困難と

なるケースが少なくない． 
その中でもトップアスリート及びトップアスリ

ート予備軍である「大学生トップアスリート」は，

アスリートとしての活動（トレーニング・遠征等）

による時間制約が影響し,大学卒業後の就職に支障

が生じている現状が報告されている．清水ほか

(2010)は，国際大会を目指し，非常に高度なレベル

で競技に取り組む大学生トップアスリートを対象

とした調査から，トレーニングや国内外における遠

征による時間の制約等により，競技引退後の就職を

スムーズに獲得することができない現状を明らか

にしている． 
先述のように国策として発掘・育成・強化を行っ

たアスリートが引退後も稀有なスキルを社会に還

元する設えを構築することは，重要な政策課題とい

える． 
清水・島本 (2011)は，「日常生活で生じるさまざ

まな問題や要求に対して，建設的かつ効果的に対処

するために必要な能力」(WHO，1997)等と定義さ

れる「ライフスキル」(以下，LS)が，大学生トップ

アスリートのキャリア形成を促す要因の1つとなり

うる可能性を示唆している．清水ら(2011)は，大学

4 年次のトップレベルにある男子レスリング競技者

を対象としてLSに関する調査を実施し，既に就職

の決まっている競技者のLS獲得レベルを就職活動

の形態から比較している．その結果，「自らの競技

経験を生かせる職業に焦点を絞り就職活動を行っ

た」群は，「何らかのコネクションを利用した」群

に比べ，スキルレベルが有意に高いことを明らかに

し，LS の獲得が就職活動への積極的な姿勢を導く

ことを示唆している． 
LSとは，「目標設定スキル」や「コミュニケーシ

ョンスキル」，「ストレスマネジメントスキル」等の

多様なスキルから構成される，学習可能な心理社会

的能力であり，「人々が現在の生活を自ら管理・統

制し，将来のライフイベント(人生における重大な

出来事)をうまく乗り切るために必要な能力」

(Danish et al.，1995)とも定義されている．したが

って，理論的には，「LSの獲得は大学卒業後の就職

獲得に正の影響を及ぼす」との仮説を導くことがで

きる． 
また，先行研究からは，「目標設定」や「最善の

努力」というLSと競技成績との間には，正の関連

が見られることが多数報告されている（島本・米川，

2014; Shimamoto et al., 2014; 島本ほか，印刷中; 
清水・島本，2012）．エリートアスリートは，LS
を獲得するために競技に取り組んでいるのではな

く，競技者としての目標を達成するために競技に取

り組んでいると考えられるため，LSプログラム（以

下，LSP）を開発するに当たっては，そこで対象と

するLSと競技成績との関連を含めて構成する必要

があろう． 
しかしながら，スポーツを通じた LSP の開発に

関する研究，LSP 実践の効果の検証に関する研究，

LSと競技成績の関連が多くを占めており，LSを獲

得することによって，それが具体的にどのような成

果へと結びついていくのかについては，あまり研究

が行われていない． 
大学生トップアスリートを対象として，LS 獲得

と就職との関係を実証的に明らかにした研究は未

だほとんど見られないのが現状である． 
大学生トップアスリートに対して，効果的なキャ

リア形成プログラムを開発・実施していくためにも，

高度なレベルにて競技を行う中でどの様なLSを獲

得しているのか．LS の獲得がキャリア形成へと結

びつくのか，仮にそうであるとすればどのようなタ

イミングで結びつくのか．また，就職後の昇進や転

職，離職等のキャリアイベントとどのような関係に

あるのかについて，縦断的に検証していくことが求

められる． 
 

      
２．目的 
 
本研究は，大学生トップアスリートにおける競技

引退後のキャリア形成を円滑なものとする教育プ

ログラム開発のための知見を得ることを目的とし

ている．そのための視点として，「Life skills」と呼

ばれる学習(獲得)可能な心理社会的能力に着目し，

LS が競技引退後のキャリア形成に与える影響を検

討していく． 
研究方法として，大学生年代において高度なレベ
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ルで競技を行い，優秀な競技成績を残してきた元大

学生トップアスリートを対象に LS 獲得レベルと，

キャリアステータスを3年間にわたって追跡調査を

実施した．大学を卒業した元大学生トップアスリー

トを対象として，大学卒業後3年間にわたる4時点

での追跡調査を実施することで「LS 獲得レベルと

大学卒業後のキャリアステータス」との関連を検証

した． 
 

      
３．方法 
 
本研究は，元大学生トップアスリートを対象に縦

断調査を実施した．調査結果をトップアスリートの

キャリア形成プログラムにダイレクトに反映させ

ていくため，単一の競技を選定し，長期縦断的に調

査していく．日本のオリンピック競技の中から，国

際競技レベルが高い競技を行う大学生アスリート

を対象とするため，2012 年ロンドンオリンピック

において金メダルを含む3個のメダルを獲得し，日

本国内のレベルが世界トップレベルに位置してい

ると考えられる男子レスリング競技を対象競技と

して選定した． 
本研究において対象としたのは，2011 年 3 月に

大学を卒業した元男子レスリング競技者 21 名であ

り，大学卒業から3年間にわたる4時点の縦断調査

を実施した． 
大学卒業時点の調査にはアスリートに求められ

るLSを10側面(「目標設定」，「考える力」等)から

評価することができる「大学生アスリート用LS評

価尺度」(島本ほか，2013)を用いた（表 1．）．加え

て，最終的に就きたい職業(希望就職)等の追加質問

項目を設けた．その後の追跡調査には，就職の状況

(キャリアステータス)に関する質問を試みた．縦断

調査の結果を基に，LS の獲得レベルとキャリアス

テータスの関連に関して相関を分析することで，ア

スリートのキャリア形成支援に繋がる新たな知見

の抽出を試みた．本研究計画は長期縦断研究におけ

る3年目終了時点の調査報告として位置づけられる． 
 

 本研究は，以下，3つの研究手法を用いた． 
 
研究Ⅰ.卒業生のキャリアステータスに関する経時

的変化 
 

研究Ⅱ.卒業時点における希望就職獲得の継時的変

化 

 
研究Ⅲ．卒業時点のLS獲得レベルと大学卒業後の

キャリアステータスの関連 
 
研究Ⅰ．研究Ⅱ．研究Ⅲ．により，高度なレベル

にて競技活動を行う中で獲得されたLSと卒業から

3年後のキャリアステータス及び，希望就職獲得と

のの関連を明らかにすることで，キャリア形成プロ

グラム開発に向けた基礎的知見の抽出を行った． 
 
調査協力者 
 調査協力者は，2011 年 3 月に大学を卒業した

男子レスリング競技者21名(初回調査実施時点の平

均年齢 22.0±0.2 歳)であった．大学への入学方法,
生活環境，練習時間,そして，所属大学の競技レベル

と，大学4年間の環境差異を少なくすることを目的

に，東京，神奈川に所在する私立大学(計5大学，1
大学あたり4―5名)に所属していた元大学生トップ

アスリートを調査協力者として選定した．研究Ⅰに

関しては，4 回の調査に不備なく回答した 19 名を

対象とした．研究Ⅱと研究Ⅲには，初回調査と4回

目調査に不備なく回答した21名を対象とした(継続

回答率83.3%). 
 
調査時期 
下記の時期に質問紙調査を実施した．長期的には

既に実施済みの3年間の縦断調査と合わせ，計4年

間の縦断調査となる． 
・ 2011年3月~4月 
・ 2012年2月~3月 
・ 2013年3月 
・ 2014年2月~3月 
 
調査内容 
アスリートにおけるLS評価尺度  
 島本ほか(2013)が現場の指導者の実践的な経

験をもとに開発した尺度を初回調査において実施

した．評定値が高いほどLS獲得レベルが高いと解

釈される． 
LS：「日本一」等の優秀な競技成績を達成した一流

のスポーツ指導者たちの実践的な経験をもとに開

発された LS 評価尺度(島本ほか，2013)を用いた．

同尺度はアスリートにおいてその獲得が強く推奨

される LS を，「ストレスマネジメント」，「目標設

定」，「考える力」，「感謝する心」，「コミュニケーシ

ョン」，「礼儀・マナー」，「最善の努力」，「責任ある 
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表1．アスリートリートに求められるライフスキルとその項目（島本ほか，2013） 

 
 
行動」，「謙虚な心」，「体調管理」という計 10 側

面から評価することができる(計40項目)． 
 
キャリアステータスに関する質問 
 大学卒業後から 3 年間にわたる 4 時点(2011

年 4 月，2012 年 3 月,2013 年 3 月,2014 年 3 月)
の縦断調査を実施した．調査実施時点における就

職状況について「正社員」，「契約社員」,「アルバ

イト等」との選択肢により尋ねた． 
 

 
手続き 
調査実施に際し，事前に各大学のレスリング部

の監督やコーチに対して調査の趣旨説明を行い，

調査実施の許可を得た．第1回目の調査に関して

は,研究実施者が各大学のレスリング道場を訪問

し，調査協力者に十分な説明を行った後に調査票

を配布し，一斉法による実施後その場で回収した．

その後の調査に関しては，郵送法にて実施した．

また，継続調査を実施することから，すべての調

査は記名式により実施された． 
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統計処理

大学卒業から 3 年後に希望(大学卒業時点にて)
した就職を獲得している者と獲得していない者

を 2 群に分け，LS 獲得レベルと希望就職の関連

を検証した． 
すべての分析には IBM SPSS Statistics 20.0

を使用し，有意水準は5％とした． 
 

 

 

 

 
 

 

 

４．結果及び考察   
 
 卒業後のキャリアステータスをモニタリング

した結果，卒業時点の正規雇用獲得者は 7 名，1
年後には 10 名，2 年後，3 年後にはそれぞれ 15
名と経時的に正規雇用を獲得していることが明

らかとなった(図 1.)．卒業時点で希望している職

業に就いている者も，卒業時点では，2 名であっ

たが，1 年後には 3 名，2 年後には 4 名，3 年後

には6名と経時的に希望している職業に就いてい

ることが明らかとなった(図2.)． 
また，3 年後の状態をもとに希望就職獲得群

(n=6)と未獲得群(n=15)を設定し，両群の卒業時

点のLS を比較した結果，希望就職獲得群は未獲

得群に比べ 10 側面全てにおいて LS のレベルが

比較的高く，「目標設定」(ES=1.01)と「最善の努

力」(ES=.87)では 10％有意水準で高い値を示し

た (図3.)． 
2 群間にて有意傾向が見られた「目標設定」と

「最善の努力」との間には,大学生レスリング競技

者（Shimamoto et al., 2014; 清水・島本，2012）
に限らず高校生ゴルフ競技者（島本・米川，2014），
大学生柔道競技者（垣田ほか，印刷中）において

も，中程度の有意な正の相関関係が認められてい

る． 
 
 
５．まとめ 
 
本研究の目的は，大学生トップアスリートにお

けるキャリア教育プログラム開発に向けた基礎

的知見を抽出することであった．元大学生トップ

アスリートを対象に,大学卒業から 3 年間にわた

る縦断研究を実施し，4 時点におけるキャリアス

テータスの推移，希望就職獲得状況の推移に加え，

卒業時点のLS獲得レベルと大学3年後の希望就

職獲得との関連を検証した結果，以下の3つの知

見を抽出することが出来た． 
 
1．卒業時点の正規雇用獲得者は21名中7名と低

い正規雇用獲得率であったが1年後には10名，2
年後，3 年後にはそれぞれ 15 名と経時的に正規

雇用を獲得していた． 
 
2．卒業時点で希望している職業に就いている者

は，卒業時点では，2 名であったが，1 年後には

3 名，2 年後には 4 名，3 年後には 6 名と経時的

に希望している職業に就いていた 
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3．大学卒業から 3年後の状態をもとに希望就職

獲得群と未獲得群を設定し，両群の卒業時点の

LS を比較した結果，希望就職獲得群は未獲得群

に比べ10側面全てにおいてLSのレベルが高く，

「目標設定」と「最善の努力」では有意傾向が見

られた． 
 
本研究結果は，広義なキャリア教育の中でも大

学卒業後や競技引退後に，希望職種への就職とい

う点で貢献する可能性がある．将来的に自らが希

望する職業を獲得するうえでは，「目標設定」，「最

善の努力」という2つのスキルの獲得が重要であ

ることが示唆された． 
なお，序論において述べている様に，アスリー

トに教育プログラムを実施する場合，競技成績の

向上にも貢献するプログラムを構成することが

求められる．本研究において有意傾向が見られた

「目標設定」と「最善の努力」は，いずれも大学

生レスリング競技者において競技成績との正の

関連が認められている（Shimamoto et al., 2014; 
清水・島本，2012） 
よって，LS を活用したキャリア形成プログラム

において，「目標設定」，「最善の努力」を中心と

したプログラムを構成することで，競技力向上と

キャリア形成の双方にとって有益なプログラム

の開発に繋がる可能性が考えられる。 
今後は，本研究をさらに追認することで高度な

レベルにて競技を行う中で獲得されたLS がキャ

リア形成や就職獲得に結びつくのか．また，就職

後の昇進や転職，離職等のキャリアイベントとど

のような関係にあるのかについて，縦断的に検証

していくことが肝要となる． 
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